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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、真核生物のゲノム複製の開始に不可欠な、高度に保存されたミニ染色体維持タンパク質（MCM）の1つです。MCMタンパク質によって形成される6量体タンパク質複合体は、複製前複合体（pre_RC）の重要な構成要素であり、複製フォークの形成や他のDNA複製関連タンパク質のリクルートに関与している可能性があります。このタンパク質とMCM2、4、および7タンパク質からなるMCM複合体はDNAヘリカーゼ活性を持ち、DNA巻き戻し酵素として作用する可能性があります。CDC2キナーゼによる複合体のリン酸化はヘリカーゼ活性を低下させることから、DNA複製の調節における役割が示唆されます。この遺伝子のイントロン領域における一塩基多型は、隣接するラクターゼ遺伝子のプロモーターの異なる転写活性化と関連しており、それによって、S期中の1ラウンドのDNA複製の制御に関与している可能性があります。 G1期にクロマチンに結合し、S期にクロマチンから分離する。これは、あたかもクロマチンの複製を許可するかのように働く。,多型：LCT遺伝子上流のMCM6におけるイントロン変異は、成人型低乳糖症[MIM:223100]と関連しており、乳糖不耐症、またはラクターゼ活性の持続と関連している。乳糖不耐症は、小児期または成人初期におけるラクターゼ活性の発達的ダウンレギュレーションによって引き起こされる正常な生理現象である。MCM6の非コード変異は、LCT遺伝子の転写制御に影響を与え、ラクターゼ活性のダウンレギュレーションを引き起こす。しかし、北欧人の大多数と一部のアフリカ人は、生涯を通じてラクターゼ活性を維持し、乳糖を消化する能力（ラクターゼ持続性）を持っています。,PTM：DNA損傷時にリン酸化されます（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：MCMファミリーに属します。,類似性：1つのMCMドメインを含みます。,サブユニット：MCM10と相互作用する可能性があります。TIPINと相互作用します。,
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	MCM6 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	MCM6 ポリクローナル抗体を使用した HeLa 細胞のウエスタン ブロット分析。二次抗体は 1:20000 に希釈されました。

